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令和５年度における指定管理者の評価について（報告） 

 

１ 評価の目的 

 指定管理者の評価は、制度の適正かつ効率的な運用を図るとともに、施設の管理・運営

の状況及び実績などを適切に把握したうえで、その結果を指定管理者と協議し、或いは指

導や助言を行い、施設の有効利用や市民サービスの向上などに的確に反映させることを目

的としています。 

 

２ 評価方法 

（１）評価の視点 

   各施設所管課において、行政による評価と利用者評価（アンケート等）を実施し、

次の項目について評価しました。 

   ①利用者が平等に利用でき、かつ、サービスの向上ができているか。 

   ②施設の効果が最大限に発揮されているか。 

   ③施設の適切な維持及び管理、並びに経費の縮減が図られているか。 

   ④施設の管理を安定して行うための人員配置及び経営上の配慮がなされているか。 

   ⑤その他、施設の性質又は目的に応じた基準に基づき履行しているか。 

 

（２）評価対象 

   評価対象期間において、大仙市が指定管理者制度を導入している施設（６５施設）

を評価対象としました。 

   評価対象期間は「令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで」です。 

 

（３）評価基準 

   指定管理者の管理運営に関する評価シートの項目ごとに採点を行い、総得点に応じ

た次の４段階で評価しました。 

総 得 点 ランク 評 価 

８５点以上 Ａ 優れていると認められる。 

６０点以上８５点未満 Ｂ 適正であると認められる。 

４０点以上６０点未満 Ｃ 努力が必要であると認められる。 

４０点未満 Ｄ かなりの努力が必要である。 

 

 

 

 



３ 評価結果 

 今年度行った評価の結果は次のとおりです。全ての施設において、市が求める一定水準

を満たした管理運営が行われている結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各施設の評価結果は、別紙資料を参照。 

 

令和５年度は、５月８日に新型コロナウイルス感染症が感染症法上で５類に引き下げら

れたことにより人々の往来の回復が期待され、社会経済活動が活発化した一方で、ウクラ

イナ危機を契機とした不安定な世界情勢による円安や原材料等の物価高騰の傾向は続き、

エネルギー価格も高止まりを見せた１年となりました。 

利用者数については、新型コロナが５類に引き下げられたことから、コロナ禍前の水準

までは達しないものの全体的に利用者が増加したことに加え、主要大会やスポーツ合宿等

の件数の増加が見受けられました。 

その一方で、一部のスポーツ施設では、猛暑の影響による利用者の減少や、夏場の大雨

被害によって利用制限せざるを得ない施設があったり、冬場の降雪量不足によってスキー

場が営業できなかったり、熊の出没・被害が急増したために利用制限を行う等、気象や環

境的な要因によって例年よりも利用者数及び収入が減少した施設もありました。 

指定管理者が行う自主事業については、感染対策に配慮しながら多くの事業が開催され、

コロナ禍で減少した利用者数の回復に努める取り組みが見受けられました。 

「利用者アンケートの回収率」については、「目標数の過半数を達成できなかった施設」

が約１９％となり、前年度の３０％と比較して１１ポイント減少し、前々年度の４１パー

セントから２年連続で改善されました。このことによって、アンケートにおいて利用者が

評価した当該施設の満足度を、より直接的に指定管理者評価の点数に反映させられた施設

が増えました。 

利用者アンケートは、指定管理者による施設管理や利用者サービスが一定の水準を確保

しているのかを確認できるほか、利用者の声を施設運営に反映させていく手段として、制

度運用上極めて重要と捉えております。引き続き回収率向上のための取組みや工夫を実施

していただき、アンケート回収が難しい施設にあっては、「アンケート用紙への記入」に代

わる目的達成手段を指定管理者と共に検討してまいります。 

ランク 
令和５年度 令和４年度 

施設数  割合 施設数  割合 

Ａ ０  -  ０  -  

Ｂ ６５  100.0％  ７０  100.0％  

Ｃ ０  -  ０  -  

Ｄ ０  -  ０  -  

計 ６５  100.0％   ７０  100.0％   



最後に、市の施設所管課にあっては、今回の評価結果を受けて、指定管理者に何を期待

するのかといった施設運営の方向性をあらためて確認し、現状の施設運営に対する課題認

識を指定管理者と共有したうえで、その解決に向けて協議を行い、施設の有効活用や利用

者サービスの向上に繋げてまいります。 














